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とやま呉西圏域共創ビジネス研究所運営事業
地域課題の解決と地元中小企業のビジネスを結び付けることで、民間活力による住民サービスの向上と地元中小
企業の活性化を図ることを目的に、主に富山大学と連携したゼミ形式の講座を運営する。

修了生の卒業後の新規事業着手率 ７割超

とやま呉西圏域共創ビジネス研究所（令和６年８月～令和７年２月）

とやま呉西圏域と、国立大学法人富山大学が、圏域全体の経済成長をけん引する人づくりを目的に実施。呉西圏域が抱える地域課題を、
自社の新たなビジネスとして解決する新しいコンセプトを構築できるよう、産学官金が連携して支援する。
令和５年度は、講義・グループディスカッション・ゼミナール演習等の全14回（個別演習含む）のカリキュラムで、人材育成も含めた新たな
ビジネスの創出を目指し、 11名の研究生が修了した。



異業種交流促進事業
圏域内の企業交流や域外企業との新たなビジネスマッチングの実現に向けた機会創出を推進する。
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メッセナゴヤ2024
リアル展示 令和６年１０月３０日(水)～１１月１日(金)

（会場 ポートメッセなごや）

オンライン展示 令和６年１０月１５日(火)～１１月２９日(金)
地域内企業の多様なビジネスマッチングの実現に向けた、異業種交流
展示会への共同出展事業。

・会場来場者数 52,742名（計3日間)
・呉西圏域からの出展企業 16社

「メッセナゴヤ2025」は、11月5日(水)～11月7日(金)の３日間、ポートメッセなごやにて開催予定



伝統工芸ワークショップ（令和６年８月４日）

呉西圏域にある数百年にもわたり受け継がれてきた伝統工芸
品、「高岡銅器」、「高岡漆器」、「井波彫刻」、「庄川挽物木地」、
「五箇山和紙」、「越中福岡の菅笠」の６種のものづくり体験がで
きるワークショップを高岡地域地場産業センターにて開催。

①スズ製コースターづくり体験
（高岡銅器）

②小箱にらでん体験
（高岡漆器）

③獅子頭の絵付け体験
（井波彫刻）

④丸皿の絵付け体験
（庄川挽物木地）

⑤和紙すき体験
（五箇山和紙）

⑥菅コースター体験
（越中福岡の菅笠）
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伝統産業連携PR事業
圏域の伝統工芸品やその工芸品に由来する産地の魅力を発信。

伝統産業ＰＲパンフレット「いいちゃ～」

呉西圏域の伝統工芸品の各産地の製作体験が
できる施設の紹介や、観光施設等をめぐるルー
トを掲載するパンフレット。Youtubeでも配信中。

・日本語版
・英語版
・中国語版
（簡体字、繁体字）
など多言語で展開。



共通献立「呉西（ごーせい）な日!!」（令和６年11月25日～11月29日）
６市の農林水産物を使った共通の献立を学校給食で提供し、共通の献立名は、分かりやすく親しみが持てるように
「呉西（ごせい）」と「豪勢（ごうせい）」をかけて名付けた。
６市の小学校・中学校・特別支援学校において提供。平成30年度から開始され、７年目。

「ゴーセイなメンチカツ」に各市のブランド肉を使用し、
より豪勢になるようブラッシュアップを図っています。 5

共
通
献
立

メニュー 食材 食材提供市

「ゴーセイな
メンチカツ」

牛肉 高岡市（越中万葉牛）、小矢部市（稲葉メルヘン牛）

豚肉
氷見市（氷見放牧豚）、砺波市（たかはたポーク）、
南砺市（なんとポーク）

玉ねぎ 砺波市、南砺市

小松菜 高岡市、射水市

「６市ミックス
ゼリー」

りんご果汁 高岡市、砺波市、小矢部市

りんご果肉 氷見市、南砺市

梨果汁 射水市

６市の104校で順次提供

・メニューは栄養士や農業関係者で検討して決定

呉西圏域ブランド育成事業 （１）学校給食共通献立
圏域の農林水産業の振興に向け、生産者と企業等が連携を図り、呉西圏域ブランドの育成につなげるとともに、
圏域内の消費の定着化を図る。



呉西観光誘客事業
圏域の多彩な観光資源（自然・文化・産業遺産等）の連携によるマーケティング・ブランディングにより、圏域の観光
エリアのＰＲ強化・充実に努め、観光誘客を図る。

女性向けメディア「SAVVY」
１ SAVVY本誌掲載（2024.8）

120,000部
２ 公式WEBサイト「SAVVY.jp」
（2024.9～2025.8 ）
ＰＶ数 月刊10万程度
３ 抜刷冊子制作 20,000部

満足度調査の実施
(8/6～20)

道の駅で県外観光客に、
アンケートと観光ＰＲを実施
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「ニコニコバスツアー in 富山県西部」開催

台湾観光情報メディア発信

視聴者数：209,434人

アンケート回答：745件

Webプロモーション

北陸デスティネーション
キャンペーン
１ オープニングイベント
２ 新高岡駅お出迎え
３ 北陸グルメイベント

YouTube広告
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子ども福祉支援相互連携事業 （２）児童発達支援人材育成事業
児童発達支援に係る人材育成により、各施設の職員レベルが向上し、圏域の児童発達支援体制の充実を図る研修
会や派遣を通じ、児童発達支援に係る人材育成を図るとともに、施設運営のあり方や供給量について検討する。

きずな子ども発達支援センター研修
とやま呉西圏域の保育士・幼稚園教諭を対象に、発達支援について講義、演習・グループワーク
を通じて人材育成を図り、各施設の職員レベルが向上し、圏域の児童発達支援体制の充実を図る。

日 程 講義内容 講師・担当 会 場 参加者数

６月 ５日
「子どもの運動発達や遊びの指導に
ついて」

理学療法士

南砺市役所 ２５

６月 12日
矢部市総合保健福祉

センター ３８

６月 19日

「就学までに育てたい力」 発達支援室室長

射水市役所 ２９

６月 26日
高岡市ふれあい福祉

センター ３９

７月 ３日 「ことばに遅れのある幼児の理解と
支援」

言語聴覚士
砺波市役所 ３６

７月 10日 射水市役所 ３６

７月 17日

「手の発達について」 作業療法士

南砺市役所 １６

７月 24日
小矢部市総合保健福

祉センター ２９

７月 31日
「発達障害の理解と対応」

特別支援
教育指導員

氷見市役所 ３０

８月 ７日 砺波市役所 ３９

８月 21日 「高岡市きずな子ども発達支援
センターの紹介と実践」

発達支援室室長

高岡市ふれあい福祉
センター ３９

８月 28日 氷見市役所 １３

延べ参加者数：3６９名



ＩＣＴ教育環境に関する調査・研究
ＩＣＴを活用した双方向授業を実現するための環境整備を進めるに当たり、各市の検討状況や先進事例等の有用な
情報を６市間で共有するとともに、各市がICT環境整備や有効に活用するための研修について調査・研究を進める。
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ICT活用研修会（令和６年９月２０日）

ＩＣＴ教育の環境整備の推進及び研修の充実により、未来を担う圏域の
児童生徒に対する教育の質の向上を図ることを目的とし、呉西圏域６市の
教員を対象に、ＩＣＴ活用研修会を開催した。

【会 場】砺波市立出町小学校
【開催方法】参集型の研修会における授業公開、協議会、講演会を実施
【演 題】「デジタル教科書の現状と展望」
【内 容】
・「ICT教育の充実により未来を担う児童生徒に対する教育の質の向上を図る」という
目的のもと、国語科の学習者用デジタル教科書を活用した授業を公開し、その後、中
川先生よりICTの効果的な活用方法について講演していただいた。
・子供にどんな力を付けるのか考えて、デジタル教科書ならではの使い方を見付ける
ことや個別最適な学びが充実するよう子供に情報活用能力を付けることの必要性等、
多くの示唆を得ることができた。

【講 師】放送大学 教授 中川 一史 先生

※開催市持ち回り
⇒令和７年度は南砺市・小矢部市主催となり、研修会、講演会を開催予定

参加者：１０６名

＜講演会の様子＞

＜授業の様子＞



歴史文化の学び交流事業
圏域の歴史・文化を相互に学ぶ機会を創出するため、交流講座の実施や合同企画の検討を行う。
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６市学芸員による交流講座
圏域の歴史・文化を相互に学ぶ機会を創出するため、各市の学芸員が他市の生涯学習講座等に出講する交流講
座を開催。令和６年度は、当年度の相互交流の相手方市との講座以外にも、１市において追加講座を実施しました。

令和７年度は６市共通テーマでの合同企画展を実施予定

【氷見市実施】
令和６年７月６日（土）
『南砺市の文化財』
宮﨑 順一郎（南砺市文化・世界遺産課
副主幹）

【高岡市実施】
令和６年11月30日（土）

『猛将 木曾義仲 ～倶利伽羅峠に想い
を馳せて～』
船見 幸広（小矢部市観光課課長）

【射水市実施】
令和７年３月１日（土）
『砺波地方の獅子舞』
脊戸 高志（砺波郷土資料館副館長）

【砺波市実施】
令和６年８月８日（木）

『富山県の正確な地図を作った石黒信
由』
加治徹（射水市新湊博物館学芸員）

【小矢部市実施】
令和７年３月19日（水）

『富山県の正確な地図を作った石黒信
由』
加治徹（射水市新湊博物館 学芸員）

【小矢部市実施】
令和６年11月６日（水）
『日本百名城・国指定史跡「高岡城」』
仁ヶ竹亮介（高岡市立博物館主幹）

【南砺市実施】
令和６年10月６日（日）
『能登半島地震と文化財』
廣瀬 直樹（氷見市立博物館主査）



「元気とやまかがやきウォーク ～呉西６市ウォーキングミッション～」

富山県公式スマホアプリ「元気とやまかがやきウォーク」と
連携した「呉西６市ウォーキングミッション」を開催。
メタボリックシンドローム該当者が多いため、「歩く」ことに
取組む。
イベント期間中、６市の代表的なウォーキングコースを
歩くミッションを達成した方に、
呉西６市の特産品を抽選でプレゼント。

【対象者】
６市に居住する18歳以上の方
【日程】
令和６年10月１日～11月30日 10

健康ポータルサイト「からだナビ」

健康づくり無関心層が健康づくりを実践できるきっかけをつくり、
「域内の住民の健康づくり意識を高める」。
南砺市が立ち上げた健康ポータルサイト「からだナビ」を６市で活用し、
圏域住民の健康づくりを図る。

呉西圏域ポイントサービス事業
６市共通テーマとなる各市の事業に参画する市民にポイントを付与し、一定のポイント数に応じ、行政サービスや施
設利用等に使用できる金券や特産品等と交換できるサービスを検討・実施する。 令和６年度で７年目。

【ミッションスタート地点】

射水市：足洗潟公園

高岡市：おとぎの森公園

氷見市：朝日山公園

砺波市：庄川水記念公園

小矢部市：クロスランドおやべ

南砺市：福野市民センター



富山県西部合同企業説明会（令和７年３月６日）
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就業マッチング支援事業
圏域による合同就職説明会等の実施、Ｕターン・Ｉターン就職支援、圏域内企業に対する総合的な求人サポート（首
都圏の就職説明会への出展支援や魅力発信セミナーの開催等）を通じて、企業の魅力を求職者へ発信することによ
り首都圏への人材流出を防ぎ雇用創出につなげる。

昨年の開催風景（高岡テクノドーム）

学生や転職希望者を対象に
富山県西部の企業が参加する
合同企業説明会を開催予定。

○出展企業数：150社
○会 場：高岡テクノドーム
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広域防災連携事業
圏域内で連携し、地域防災を支援する防災士を育成し、自主防災組織の活動の支援・活性化と防災力の強化を
図る。

災害備蓄
災害時に必要な資機材や生活必需品等につ
いて、各市の備蓄計画に基づき備蓄品の購
入を行う。

防災講習会（令和６年６月２日）
会場：高岡市役所 8階 802会議室

＜内 容 ＞
講義「防災士としての活動」
ワークショップ「避難所運営訓練ゲームＨＵＧ」
＜対 象＞
令和4年度防災士取得者
＜講 師＞
特定非営利活動法人富山県防災士会

江尻 泰将 氏

参加者：５８名

防災講演会（令和７年２月16日）

会場：ふくおか総合文化センター
１Ｆ 文化ホール

＜対 象＞
６市在住の防災士

＜講 師＞
総務省消防庁「防災意識向上プロジェクト」
に関する語り部

松本 佐一氏
参加者：200名



首都圏イベント「とやまWEST Life 移住相談会」の開催
（令和７年１月25日）

将来的な圏域への移住・定住の推進や関係人口の創出を図ることを目的に、
移住者同士のトークをメインとした移住イベントを都内で開催。

体験型交流イベント
移住サポートメンバーが会場に
集結。地方での就業や起業・継業
などをテーマに、圏域へ移住し、
多様な働き方を実践する４名による
トークセッションによって魅力を発信。

参加：18名
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移住・定住トータルサポート事業
都市圏との交流推進や圏域内への移住・定住に関する総合的支援の展開を図る。

「ふるさと回帰フェア2024」共同出展
（令和６年９月21日）

「地方暮らし」や
「ふるさとへの回
帰」を考えている方
を対象とした国内
最大級の移住マッ
チングイベントに、
６市が共同出展。

相談：84名


